
湖
駅
と
藤
野
駅
の

二
駅
に

過
ぎ
な
い

が
、

こ

の

線
路
建
設
も
、

す
こ

ぶ

る
難
工
事
で

あ
っ

た
。

幹
線
鉄
道
の

計
画
が
、

中
山
道
を
廃
し
て

東
海

道
を
経
由
す
る
こ

と
に

変
更
さ
れ
た
の

は
、

一

八
八
六
（
明
治
十
九
）

年
の

こ

と
で

あ
っ

た
。

そ
の

後
は
民
間
に

お
い

て
、

機
業
地
で

あ
る
甲

信
地
方
お
よ
び
八
王
子
と
、

開
港
場
で

あ
る
横
浜
と
の

間
に
、

鉄
道
を

敷
設
す
る
計
画
が
進
め

ら

れ
た
。

こ

う
し
て
一

八
八
七
（
明
治
二
十
）
年
五
月
二
十
六

日

に

は
、

甲
武

鉄
道
会
社
が
創
立
さ
れ
、

政
府
の

認
可
を
え
て
、

一

八
八
九
（
明
治
二

十
二

）
年
四
日
十
一

日
に

は
新
宿
―
立
川
、

八
月
十
一

日
に
は
新
宿
―

八
王
子
の

間
に

開
業
し
た
。

当
時
は
三
多
摩
分
離
（
明
治
二

十
六
年
）
の

前
で

あ
る
か
ら
、

立
川
・

八
王
子
は
神
奈
川
県
に

属
し
て
い

た
。

な
お

甲
武
鉄
道
は
、

東
京
市
街
へ

の

乗
り
入
れ
を
推
進
し
、

一

八
九
五
（
明
治
二
十
八

）
年
に

は
新
宿
―
飯
田
町
、

一

九
〇
四
（
明
治
三
十
七

）
年

に
は
新
宿
―
御
茶
ノ

水
の

路
線
を
開
業
し
た
。

こ

の

路
線
に

接
続
し
て
、

政
府
は
八
王
子
―
甲
府
に

官
設
鉄
道
を
建
設
す
る
こ

と
に

決
定
し
た
の
で

あ
る
。

八
王
子
を
起
点
と
し
、

浅
川
か
ら
小

仏
峠
を
ぬ

け
て

神
奈
川
県
に

入
り
、

与
瀬
・

藤
野
を
へ

て
、

山
梨
県
の

上
野
原
に

達
す
る
。

起
工
は
一

八
九
六（
明
治
二
十
九

）
年
十
二
月
の

こ

と

で

あ
っ

た
。

小
仏
峠
（
海
抜
五
百
九
十
㍍

）
に

は
、

ト
ン

ネ
ル

を
掘
削
し
た
。

延
長
二

千
五
百
四
十
五
㍍
余
の

長
い

ト
ン

ネ
ル

で

あ
り
、

こ

の

工
事
が
困
難
を
き

わ
め
た
。

ト
ン

ネ
ル

着
工
は
一

八
九
七
（
明
治
三
十
）
年
四
月
で

あ
っ

た
が
、

交
通
不
便
の

土
地
で

あ
っ

た
か

ら
、

ま
ず
資
材
の

運
搬
に

苦
労
せ
ね

横浜付近線路改良平面図　
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ば
な
ら
な
か
っ

た
。

八
王
子
―
小
仏
の

間
に

鉄
道
線
路
が
敷
設
さ
れ
る

ま
で
（
一

八
九

八
〈
明
治
三
十
一

〉
年
六
月
）、

資
材
は
八
王
子
か
ら
馬
車
ま
た
は
牛
馬
の

背
に

の
せ
て

運

ば
れ
た
。

こ

う
し
て
八
王
子
―
上
野
原
の

間
（
二

十
二
・

五

㌖
）
が
開
通
し
た
の

は
、

一

九
〇
一

（
明
治
三
十
四
）
年
八
月
一

日
で

あ
っ

た
。

開
通
の

当
初
、

県
下
に

設
け
ら
れ
た
駅
は
、

与
瀬
駅
の

み
で

あ
っ

た
。

い

ま
の

相
模

湖
駅
で

あ
る
。

そ
の

後
、

路
線
は
し
だ
い

に

延
長
さ
れ
、

一

九
〇
三
（
明
治
三
十
六

）
年

六
月
十
一

日
に
は
甲
府
ま
で
、

一

九
一

一

（
明
治
四
十
四

）
年
に

至
っ

て

名
古
屋
ま
で

全

通
し
た
。

ま
た
甲
武
鉄
道
は
一

九
〇
六
（
明
治
三
十
九

）
年
十
月
一

日
、

政
府
に

買
収
さ
れ
て

国

有
と
な
っ

た
。

二

　
私
設
鉄
道
の

開
業

京
浜
電
気
鉄
道

官
設
鉄
道
の

充
実
と
並
行
し
て
、

私
設
鉄
道
も
発
展
し
た
。

な
か
で

も
明
治
の

後
期
に

至
っ

て

注
目
を
あ
び
た
の

が
、

電
気
鉄

道
の

敷
設
で

あ
っ

た
。

電
気
鉄
道
と
し
て

最
初
の

も
の

は
、

一

八
九
五
（
明
治
二

十
八

）
年
一

月
三
十
一

日
に

運
転
を
開
始
し
た

『日本国有鉄道百年史』2から
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京
都
電
気
鉄
道
で

あ
る
。

つ

い

で
一

八
九
八
（
明
治
三
十
一

）
年
五
月
六
日
、

愛
知
馬
車
鉄
道
を
前
身
と
し
た
名
古
屋
電
気
鉄
道
が
開
業
し
た
。

そ
し

て
一

九
〇
〇
（
明
治
三
十
三

）
年
一

月
二
十
一

日
、

第
三
番
目
に
、

関
東
と
し
て
は
最
初
に
、

大
師
電
気
鉄
道
が
開
業
し
た
の

で

あ
る
。

産
業
界
の

隆
昌
に

と
も
な
っ

て
、

東
京
―
横
浜
の

間
に

電
気
鉄
道
を
敷
設
し
よ
う
と
す
る
計
画
は
、

明
治
二
十
年
代
の

後
半
、

各
方
面
に
お
い

て

立
て

ら
れ
た
。

あ
る
者
は
品
川
―
横
浜
の

間
を
出
願
し
、

あ
る
者
は
川
崎
―
横
浜
、

ま
た
は
川
崎
―
大
師
の

間
を
出
願
し
て
、

多
数
の

競
願
と
い

う

形
と
な
っ

た
。

こ

れ
ら
の

う
ち
京
浜
間
の

電
鉄
出
願
は
す
べ

て

却
下
さ
れ
、

一

八
九
七
（
明
治
三
十

）
年
八
月
、

大
師
電
気
鉄
道
株
式
会
社
の

出
願

に

対
し
て
、

特
許
状
が
下
付
さ
れ
た
の
で

あ
っ

た
。

こ

う
し
て

会
社
は
一

八
九
八
（
明
治
三
十
一

）
年
二
月
二
十
五
日
に

創
立
総
会
を
開
き
、

三
月
十
七
日
に

設
立
免
許
を
受
け
た
。

路
線
工
事
は
六
月

十
日
に

開
始
さ
れ
た
。

路
線
は
六
郷
橋
を
起
点
と
し
て
、

大
師
の

門
前
に
至
る
。

こ

の

鉄
道
は
川
崎
大
師
と
し
て

知
ら
れ
る
金
剛
山
平
間
寺
へ

の

参
詣
者
を
輸
送
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、

計
画
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。

し
か
し

参
詣
客
の

な
か
に

は
、

官
設
鉄
道
の

川
崎
駅
か
ら
、

二
人
乗
り
の

人
力
車
を
利
用
す
る
も
の

が
多
く
、

そ
の

車
数
も
百
六
十
台
を
こ

え
る
盛
況
で

あ

っ

た
。

人
力
車
に

と
っ

て

鉄
道
の

開
設
は
大
き
な
脅
威
で

あ
り
、

そ
の

反
対
が
予
想
さ
れ
た
。

ま
た
川
崎
町
の

中
心
街
は
、

古
く
か
ら
の

宿
場
町
で

あ
り
、

市
街
地
に

電
車
を
走
ら
せ
る
こ

と
に

も
、

は
げ
し
い

抵
抗
を
受
け
る
の

は
必
然
で

あ
っ

た
。

そ
こ

で

起
点
を
、

市
街
か
ら
は
離
れ
た
六
郷
橋

に

設
け
た
の
で

あ
っ

た
。

川
崎
駅
か
ら
六
郷
橋
ま
で

は
、

人
力
車
を
利
用
す
る
こ

と
に

な
る
。

工
事
は
落
成
し
、

一

九
〇
〇
（
明
治
三
十
三

）
年
一

月
二
十
日
の

午
後
五
時
、

運
転
を
開
始
し
て
、

川
崎
町
内
の

人
に

限
り
無
賃
で

試
乗
さ
せ
た
。

そ
し
て

翌
二

十
一

日
、

大
師
の

縁
日
に

当
た
っ

て

開
業
し
た
の
で

あ
る
。

川
崎
か
ら
大
師
ま
で

の

料
金
は
、

並
等
五
銭
、

上
等
十
銭
で

あ
っ

た
。

ま

た
官
鉄
の

川
崎
駅
か
ら
電
鉄
の

川
崎
駅
（
六
郷
橋
）
ま
で
、

人
力
車
を
利
用
す
れ
ば
、

四
銭
で

あ
っ

た
。

初
め
て

走
る
電
気
鉄
道
の

軽
快
な
姿
に
、

沿
線
の

人
び
と
は
目
を
見
は
っ

た
。

も
っ

と
も
技
術
は
幼
稚
で

あ
っ

た
か
ら
時
速
は
約
十
三

㌖
に

過
ぎ
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ず
、

し
か

も
し
ば
し
ば
脱
線
し
た
。

単
線
で

あ
っ

た
か
ら
、

輸
送
能
力
は
限
ら
れ
て
い

た
。

そ
れ
で

も
毎
月
二
十
一

日
の

縁
日
に

は
「
乗
客
ヲ

満
載

シ

乍
ラ
一

日
二
百
五
六
十
回
余
ノ

運
転
ヲ
ナ
シ

テ

過
チ
ナ
ク
一

人
ノ

負
傷
者
ヲ

生
ズ
ル

ナ
カ
リ
シ

」
と
、

営
業
報
告
は
述
べ

て
い

る
。

当
初
の

成
功
を
お
さ
め
た
大
師
電
鉄
は
、

品
川
―
横
浜
の

間
に

路
線
を
敷
設
し
よ
う
と
、

準
備
を
進
め
た
。

そ
の

第
一

歩
と
し
て

着
手
さ
れ
た
の

が
、

川
崎
か
ら
六
郷
川
を
渡
っ

て

大
森
に

達
す
る
路
線
で

あ
っ

た
。

川
崎
―
品
川
の

間
に

は
、

す
で

に

京
浜
間
電
気
鉄
道
の

敷
設
が
申
請
さ
れ
て
い

る
。

よ
っ

て

大
師
電
鉄
は
、

こ

れ
と
の

合
同
を
は
か
り
、

一

八
九
九
（
明
治
三
十
二

）
年
四
月
二
十
五
日
に

は
、

合
同
契
約
が
成
立
し
て
、

社
名
を
京

浜
電
気
鉄
道
と
改
め
た
。

川
崎
―
大
森
の

間
は
、

一

九
〇
一

（
明
治
三
十
四

）年
二
月
一

日
に

開
通
し
た
。

料
金
は
並
等
十
銭
、

上
等
十
五
銭
で

あ
っ

た
。

ま
た
川
崎
―
大
師

の

間
の

複
線
工
事
も
進
め
ら
れ
、

一

八
九
九
（
明
治
三
十
二

）
年
十
一

月
二

十
日
に

は
運
転
を
開
始
し
て

い

た
。

蒲
田
か
ら
稲
荷
橋
に
至
る
支
線
も
、

一

九
〇
二
（
明
治
三
十
五

）
年
六
月
二
十
八
日
に

開
業
し
た
。

こ

れ
は
穴
森
稲
荷
へ

の

参
詣
客
の

た
め
に

開
か
れ
た
路
線
で

あ
っ

た
。

つ

づ
い

て

六
郷
橋
か
ら
官
鉄
の

川
崎
駅
に

達
す
る
路
線
も
、

一

九
〇
二
（
明
治
三
十
五

）年
八
月
に

は
完
成
し
た
。

電
鉄
に
と
っ

て

は
待
望
の

路
線

で

あ
り
、

神
奈
川
ま
で

延
長
す
る
計
画
の

第
一

歩
を
な
す
も
の
で

あ
っ

た
。

こ

う
し
て

九
月
一

日
、

電
気
鉄
道
は
官
鉄
の

川
崎
駅
前
に

発
着
す
る
に

至
る
。

こ

こ

に

お
い

て

電
鉄
は
、

十
月
十
七
日
、

そ
れ
ま
で

延
期
し
て
い

た
開
業
式
を
、

平
間
寺
の

境
内
に
お
い

て
、

は
な
ば
な
し
く
挙
行
し
た
の

で

あ
っ

た
。

小
田
原
電
気
鉄
道

官
設
の

東
海
道
線
は
、

国
府
津
か
ら
北
西
に

進
ん
で

松
田
―
山
北
を
経
由
し
、

箱
根
山
系
を
越
え
る
。

旧
街
道
に

沿
っ

た
城

下
町
の

小
田
原
は
経
由
し
な
い
。

そ
の

た
め
小
田
原
の

町
は
、

衰
退
に

追
い

こ

ま
れ
た
。

鉄
道
が
走
る
沿
線
の

町
か
ら
小
田

原
に

達
す
る
に

は
、

人
力
車
あ
る
い

は
馬
車
に

頼
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
。

箱
根
温
泉
に

お
も
む
く
場
合
も
、

同
様
で

あ
っ

た
。

国
府
津
―
小
田
原
の

間
に

は
乗
合
馬
車
が
走
り
、

小
田
原
か
ら
箱
根
へ

達
す
る
に

は
、

主
と
し
て

人
力
車
が
利
用
さ
れ
た
。

し
か
し
馬
車
も
人
力
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車
も
、

箱
根
は
湯
本
の

三
枚
橋
ま
で
し
か
乗
り
入
れ
る
こ

と
は
で

き
な
い
。

そ
れ
か
ら
先
の

旧
道
は
、

道
幅
が
狭
く
、

路
面
も
悪
か
っ

た
。

旧
関
所

を
へ

て

箱
根
町
へ

、

ま
た
箱
根
七
湯
へ

お
も
む
く
に
は
、

馬
あ
る
い

は
山
駕
籠
が
利
用
さ
れ
た
の

で

あ
っ

た
。

こ

う
し
た
状
況
を
打
開
す
る
た
め
、

一

八
八
六
（
明
治
十
九

）
年
か
ら
一

八
八
七
（
明
治
二
十
）
年
に
か
け
て
、

山
口

仙
之
助
（
富
士
屋
ホ
テ
ル

の

経

営
者

）
は
私
財
を
投
じ
て
、

湯
本
―
宮
ノ

下
の

間
に

新
道
を
開
い

た
。

こ

れ
よ
り
人
力
車
が
温
泉
郷
に

乗
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
。

つ

づ
い

て

宮
ノ

下
―
宮
城
野
、

宮
ノ

下
―
箱
根
町
を
結
ぶ
新
道
も
、

一

八
九
四
（
明
治
二
十
七

）
年
ま
で
に

開
か
れ
た
。

人
力
車
に

よ
る
箱
根
越
え
が
、

こ

う
し

て

可
能
と
な
っ

た
。

こ

の
こ

ろ
箱
根
山
に

は
、

旧
式
の

山
駕
籠
に

か
わ
る
新
し
い

乗
物
も
登
場
し
て
い

た
。

チ
ェ

ア

と
呼
ば
れ
、

籐
椅
子
の

下
に

竹
棒
二
本
を
通
し
て
、

四
人
で

か
つ

ぐ
。

二
人
で
か
つ

ぐ
山
駕
籠
に

く
ら
べ

る
と
、

ゆ
っ

た
り
と
座
る
こ

と
が
で

き
、

か
ら
だ
の

大
き
い

外
国
人
に

喜
ば
れ
た
。

人
力
車
で

乗
り
入
れ
る
こ

と
の

で

き
な
い

小
路
で

も
、

チ
ェ

ア

な
ら
ば
入
る
こ

と
が
で

き
る
。

や
が
て
チ
ェ

ア

は
、

人
力
車
と
と
も
に
、

箱
根
山
に
お
い

て
、

大
い

に

利
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ

た
。

馬
車
や
人
力
車
や
、

ま
た
チ
ェ

ア
が
、

全
盛
の

観
を
呈
し
た
も
の

の
、

い

ず
れ
も
旧
式
の

交
通
機
関
に

過
ぎ
な
い
。

小
田
原
と
箱
根
の

繁
栄
を
取

り
も
ど
す
た
め
に

は
、

や
は
り
新
式
の

交
通
機
関
で

あ
る
鉄
道
の

建
設
が
必
要
で

あ
る
、

と
痛
感
さ
れ
た
。

こ

こ

に

計
画
さ
れ
た
の

が
、

国
府
津
―

小
田
原
―
箱
根
を
結
ぶ
馬
車
鉄
道
で

あ
る
。

小
田
原
の

有
志
が
発
起
人
と
な
り
、

神
奈
川
県
の

認
可
を
え
て
、

一

八
九
八
（
明
治
三
十
一

）
年
二
月
二

十
一

日
に

設
立
さ
れ
た
の

が
、

小
田
原
馬
車
鉄
道
株
式
会
社
で

あ
っ

た
。

線
路
工
事
は
七
か
月
で

完
了
し
た
。

そ
し
て
一

八
八
八
（
明
治
二
十
一

）
年
十
月
一

日
、

馬
車
鉄
道
は
小
田
原
に
お
い

て

盛
大
な
開
業
式
を
挙
げ

た
。

起
点
は
官
鉄
の

国
府
津
駅
前
、

こ

れ
か
ら
小
田
原
ま
で
三
分
を
要
し
、

料
金
（
下
等

）
は
六
銭
。

小
田
原
か
ら
終
点
の

湯
本
ま
で
は
三
十
五
分
、

料
金
は
八
銭
で

あ
っ

た
。

中
等
・

上
等
は
、

主
と
し
て

外
人
に

利
用
さ
れ
た
。

国
府
津
―
湯
本
の

上
等
料
金
は
五
十
銭
、

中
等
は
三
十
銭
で

あ
っ
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た
。馬

車
鉄
道
の

開
業
に
よ
っ

て

打
撃
を
受
け
る
の

は
、

旧
来
の

乗
合
馬
車
や
人
力
車
で

あ
る
。

そ
こ

で

激
烈
な
反
対
運
動
が
起
こ

さ
れ
た
。

し
ば
し
ば
暴
力
行
為
に

ま
で

発
展

し
、

開
業
ま
も
な
い

馬
車
鉄
道
は
一

か

月
の

休
業
に

追
い

こ

ま
れ
る
状
況
で

あ
っ

た
。

こ

こ

に

県
当
局
が
乗
り
出
し
、

警
察
の

出
身
者
が
会
計
の

幹
部
に

就
任
し
て
、

妨
害
を

実
力
で

排
除
し
、

正
常
な
運
行
を
は
か
っ

た
。

こ

う
し
て

明
治
二
十
年
代
の

末
ま
で

に
、

馬
車
鉄
道
は
小
田
原
を
中
心
と
す
る
重
要
な
足
と
な
っ

た
の

で
あ
っ

た
。

つ

ぎ
の

飛
躍
は
、

折
り
か
ら
注
目
を
あ
び
る
に

至
っ

た
電
気
鉄
道
へ

の

転
換
で

あ
っ

た
。

計
画
は
早
く
も
一

八
九
〇
（
明
治
二
十
三
）
年
に

立
て

ら
れ
て
い

た
が
、

技
術
面
と

資
金
面
と
に
お
い

て

準
備
を
要
し
、

電
化
計
画
を
申
請
し
て

免
許
の

下
付
さ
れ
た
の

は
、

一

八
九
六
（
明
治
二
十
九
）
年
七
月
十
八
日
の

こ

と
で

あ
っ

た
。

そ
こ

で

同
年
十
月

三
十
一

日
に

は
、

社
名
も
小
田
原
電
気
鉄
道
と
改
称
す
る
。

電
化
工
事
は
一

八
九
九
（
明
治
三
十
二

）
年
二
月
か
ら
開
始
さ
れ
、

一

年
を
費
し
て

完

成
し
た
。

電
力
を
供
給
す
る
水
力
発
電
所
も
、

湯
本
茶
屋
に

建
設
さ
れ
た
。

全
線
の

工

事
が
完
了
し
て
、

一

九
〇
〇
（
明
治
三
十
三
）
年
二

月
下
旬
、

三
日
間
に

わ
た
る
試
運
転

の

後
、

い

よ
い

よ
三
月
二
十
一

日
に

至
り
、

国
府
津
―
湯
本
の

間
、

全
線
に

わ
た
る
運

転
を
開
始
し
た
。

そ
の

距
離
は
十
二
・

九

㌖
、

開
業
は
大
師
電
鉄
よ
り
一

年
余
り
遅
れ

小田原電気鉄道国府津―湯本間線路平面図・同縦断面図　
『箱根登山鉄道のあゆみ』から
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た
が
、

営
業
路
線
は
当
時
に
お
い

て

県
下
最
長
で

あ
っ

た
。

豆
相
人
車
鉄
道

小
田
原
に

官
鉄
の

停
車
場
が
設
け
ら
れ
、

鉄
道
が
国
府
津
―
小
田
原
に

開
通
す
る
の

は
、

一

九
二

〇
（
大
正
九
）
年
十
月
の

こ

と
で

あ
っ

た
。

こ

え
て
一

九
二
三
（
大
正
十
二

）
年
六
月
に

は
真
鶴
ま
で
一

九
二

四
（
大
正
十
三

）
年
十
月
に

湯
河
原
、

一

九
二

五
（
大
正
十
四

）
年
三
月
に

熱
海
ま
で

開
通
し
て
、

こ
こ

に

熱
海
線
は
全
通
す
る
。

こ

の

と
き
ま
で

小
田
原
―
熱
海
を
結
ん

だ
の

は
、

私
営
の

人
車

鉄
道
、

あ
る
い

は
軽
便
鉄
道
で

あ
っ

た
。

人
車
鉄
道
と
は
、

小
型
の

箱
車
を
軌
道
の

上
に

乗
せ
、

数
人
の

人
夫
が
人
力
を
も
っ

て

押
し
て

ゆ
く
鉄
道
の

こ

と
で

あ
る
。

明
治
の

後
半
、

東
日

本
を
中
心
に

二

十
余
の

路
線
が
開
始
さ
れ
て
い

た
が
、

最
初
の

軌
道
は
神
奈
川
―
静
岡
の

両
県
下
を
結
ん
だ
豆
相
人
車
鉄
道
で

あ
っ

た
。

こ

れ
を
建

設
し
た
の

が
雨
宮
敬
次
郎
（
横
浜
の

相
場
師
）
で

あ
り
、

ま
ず
熱
海
と
吉
浜
（
現
在

湯
河
原
付
近
）
と
の

間
に

軌
道
を
敷
設
し
、

一

八
九
五
（
明
治
二
十

八

）年
七
月
十
三
日
に

開
業
し
た
。

翌
一

八
九
六
（
明
治
二
十
九
）
年
三
月
十
二
日
、

路
線
は
小
田
原
ま
で

延
長
さ
れ
、

熱
海
―
小
田
原
の

間
、

二
十
五

㌖
が
開
通
し
た
。

海
岸
に

沿
っ

た
路
線
で
、

車
中
か
ら
の

眺
望
は
絶
佳
で

あ
っ

た
が
、

粗
末
な
線
路
の

上
を
小
さ
な
箱
車
が
載
っ

て
い

る
だ
け
で
、

一

台
の

定
員
は
六
名
、

し
ば
し

ば
脱
線
し
転
覆
し
た
。

開
通
当
初
の

料
金
は
、

下
等
が
小
田
原
か
ら
吉
浜
ま
で
二
十
三
銭
、

熱
海
ま
で
四
十
銭
、

中
等
は
一

倍
半
、

上
等
は
二
倍
半

で

あ
っ

た
。

坂
道
に

さ
し
か
か
っ

て

人
夫
の

力
で

は
足
り
な
く
な
る
と
、

下
等
客
が
降
り
て

押
す
、

さ
ら
に

急
坂
に
な
る
と
中
等
客
ま
で

降
り
て

押

す
、

と
い

う
次
第
で

あ
っ

た
。

そ
う
し
て

小
田
原
―
熱
海
の

間
を
三
、

四
時
間
か
け
て

走
っ

た
の
で

あ
っ

た
。

自
分
は
如
何
い

ふ
も
の

か
ガ
タ
馬
車
の

喇
叺
が
好
き
だ
。

…
…
と
こ

ろ
が
小
田
原
か
ら
熱
海
ま
で

の

人
車
鉄
道
に

此
喇
叺
が
あ
る
。

不
愉
快

千
万
な
此
交
通
機
関
に

此
鳴
物
が
附
い

て

る
丈
け
で

如
何
か
興
を
助
け
て

居
る
と
は
兼
て

自
分
の

思
っ

て

居
た
と
こ

ろ
で

あ
る
。

先
づ
二
台
の

三
等
車
、

次
に
二
等
車
が
一

台
、

此
三
台
が
一

列
に

な
っ

て
ゴ

ロ

ゴ

ロ

停
車
場
を
出
て
、

暫
時
く
は
小
田
原
の

場
末
の

家
並
の
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間
を

上

に
は
人
が
押
し
下
に

は
車
が
走
り
、

走
る
時
に

は
喇
叺
を
吹
い

て

進
ん
だ
。

（
国
木
田
独
歩
「
湯
ケ

原
ゆ
き

」
明
治
四
十
年
か
ら

）

こ

う
し
て

十
年
間
、

豆
相
人
車
鉄
道
は
多
く
の

人
、

と
く
に

湯
河
原
や
熱
海
へ

の

湯
治
客
に

利
用
さ

れ
た
が
、

一

九
〇
六
（
明
治
三
十
九
）
年
十

月
、

社
名
は
熱
海
軌
道
と
改
称
さ
れ
、

一

九
〇
七
（
明
治
四
十
）
年
十
二
月
か
ら
小
型
の

蒸
気
機
関
車
を
つ

け
た
軽
便
鉄
道
と

な
っ

た
。

軌
道
は
交

換
さ
れ
た
が
、

路
線
は
人
車
鉄
道
の

と
き
と
変
わ
ら
な
い
。

小
田
原
―
熱
海
の

間
を
二
時
間
四
十
分
で

走
っ

た
。

一

九
〇
八
（
明
治
四
十
一

）
年
、

雨
宮
は
各
地
で

経
営
し
て
い

る
軽
便
鉄
道
を
統
合
し
て
、

大
日
本
軌
道
を
設
立
し
、

熱
海
軌
道
は
同
社
の

小
田
原
支
社
線
と
な
っ

た
。

社
名
は
変
わ

っ

た
が
、

軽
便
鉄
道
と
し
て

の

実
態
は
変
わ
ら
な
か
っ

た
。

「
ど
う
だ
、

此
ボ
イ
ラ
ー
の

小
せ
え
事
、

恰
で
へ

っ

つ

ひ
だ
な
」
と
こ

ん
な
風
に
、

或
時
叔
父
が
煙
突
の

上
に

丸
い

オ
ー
ヴ
ン

で

も
乗
せ
た
や

う
な
熱
海
行
き
の

軌
道
機
関
車
を
笑
っ

た
こ

と
が
あ
っ

た
。

（
志
賀
直
哉
「
真
鶴
」
大
正
九
年
か
ら

）

間
も
な
く
へ

っ

つ

ひ
の

や
う
な
小
さ
な
機
関
車
は
型
の

如
く
汽
笛
を
鳴
ら
し
発
車
し
た
。

ガ
タ

〱
と
い

や
に

気
忙
し
く
走
る
。

早
川
橋
を
渡

り
、

海
岸
づ
た
ひ
に

や
が
て

石
橋
山
の

麓
へ

か
か
っ

た
。

…
…

根
府
川
の

停
車
場
は
幾
ら
か
坂
に

な
っ

て

ゐ
る
の

で
、

発
車
に
ブ
レ

ー
キ
を
ゆ
る
め
る
と
一

寸
逆
行
し
た
。

そ
れ
と
同
時
に

車
輪
が
廻
り
出
し

た
か
ら
、

車
体
が
甚
く
揺
れ
た
。

「
ゴ

ー
ス

タ
ン

と
ゴ

ー
ヘ

ー

を
一

緒
に

や
り
居
る
わ
」
…
…

「
成
程
段
々

あ
ぶ
な
く
な
っ

て

来
た
ね
」
…
…

「
一

つ

脱
線
し
よ
う
も
ん
な
ら
、

こ

れ
だ
け
で

海
の

中
へ

ど
ぼ
ー
ん
で

す
ぜ
」
…
…

「
な
ん
ま
い

だ
あ
、

な
ん
ま
い

だ
あ
」
…
…

「
こ

れ
か
ら
が
段
々

あ
ぶ
な
い

ん
で

す
よ
」
…
…
。

（
志
賀
直
哉
「
軽
便
鉄
道
」
大
正
十
四
年
か
ら

）
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明
治
の

後
半
か
ら
大
正
時
代
に

か
け
て
、

豆
相
人
車
―
熱
海
軌
道
は
伊
豆
半
島
の

東
岸
を
走
り
つ

づ
け
た
。

そ
し
て

国
鉄
の

熱
海
線
が
小
田
原
か

ら
真
鶴
へ

と
開
通
し
て

ゆ
く
の

に
し
た
が
い
、

乗
客
を
奪
わ
れ
て

ゆ
き
、

大
正
九
年
に

は
鉄
道
省
に

買
収
さ
れ
る
。

そ
の

後
は
鉄
道
省
か
ら
貸
与
の

形
式
で

経
営
を
つ

づ
け
て
い

た
が
、

関
東
大
震
災
に
よ
っ

て

壊
滅
し
た
。

江
之
島
電
気
鉄
道

「
相
州
江
ノ

島
、

藤
沢
間
に

新
設
せ
る
江
ノ

島
電
気
鉄
道
は
、

去
月
（
八
月

）
十
日
よ
り
運
転
開
始
の

筈
な
り
し
も
、

同
八
日

来
出
水
の

為
め
線
路
に

故
障
を
生
じ
、

復
旧
工
事
に

時
日
を
費
し
て

漸
く
一

昨
日
（
九
月
一

日

）
運
転
を
開
始
し
た
り
、

同
電

車
は
独
逸
シ

ー
メ

ン

ス

式
に
て
、

本
邦
に
て

は
始
め
て

此
式
を
用
ふ
る
も
の
ゝ

よ
し
な
る
が
、

曾
て

試
運
転
の

際
は
聊
か
の

故
障
も
な
く
、

逓
信
省

主
任
技
師
の

賞
讃
を
得
た
る
程
な
り
し
に

引
か
へ

、

開
業
当
日
午
前
九
時
三
分
藤
沢
着
東
海
道
下
列
車
よ
り
下
車
せ
し
客
を
満
載
し
て

片
瀬
に

向
へ

る
途
中
、

鵠
沼
付
近
に

於
て
一

度
な
ら
ず
三
度
ま
で

脱
線
し
、

剰
さ
ヘ

ビ
ユ

ー
ゲ
ル

を
切
断
し
た
る
為
め
進
行
不
意
に

止
り
た
れ
ば
、

応
急
の

修
繕

を
施
し
て

又
も
進
行
を
続
け
し
に
、

ビ
ユ

ー
ゲ
ル

再
び
切
断
し
て

運
転
又
々

中
止
と
な
り
、

運
転
手
某
は
其
際
面
部
に

軽
傷
を
負
ひ
た
り
。

」

（『
時
事
新
報
』
明
治
三
十
五
年
九
月
三
日

）

い

ま
も
市
民
の

間
に

親
し
ま
れ
て
い

る
「
江
の

電
」
開
業
を
伝
え
る
新
聞
記
事
で

あ
る
。

江
の

島
は
弁
財
天
の

霊
場
と
し
て
、

大
山
と
と
も
に

古

く
か
ら
参
詣
客
で

に

ぎ
わ
い
、

ま
た
大
山
詣
で

の

帰
途
に

は
江
の

島
に

寄
っ

て
、

い

わ
ゆ
る
精
進
落
と
し
を
す
る
者
が
多
か
っ

た
。

江
の

島
は
、

い

わ
ば
庶
民
の

遊
楽
地
と
し
て

も
栄
え
た
の
で

あ
る
。

ま
た
明
治
の

世
に

及
ん
で

か
ら
は
、

横
浜
の

居
留
地
に

住
む
外
人
に
と
っ

て
、

絶
好
の

行
楽
地

と
な
っ

た
。

こ

う
し
た
江
の

島
ま
で

鉄
道
を
敷
設
し
よ
う
と
い

う
計
画
は
、

一

八
九
五
（
明
治
二
十
八

）
年
か
ら
立
て

ら
れ
て
い

た
。

舟
に

よ
っ

て
、

あ
る
い

は

人
力
車
、

あ
る
い

は
馬
車
に
よ
っ

て

江
の

島
に

達
し
て
い

た
旧
態
を
、

一

挙
に

近
代
化
し
よ
う
と
い

う
計
画
で

あ
っ

た
。

電
気
鉄
道
と
蒸
気
鉄
道
と

の

競
願
が
な
さ
れ
、

い

ず
れ
も
中
途
で

頓
挫
し
た
後
を
う
け
て
、

一

九
〇
〇
（
明
治
三
十
三

）
年
十
一

月
二
十
五
日
に

設
立
さ
れ
た
の

が
、

江
之
島
電
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気
鉄
道
株
式
会
社
で

あ
っ

た
。

す
で

に

大
師
電
鉄
、

小
田
原
電
鉄
が
開
業
し
て
い

た
。

工
事
は
、

ま
ず
藤
沢
―
片
瀬
、

三
・

四

㌖
の

間
に

始
め
ら
れ
、

一

九
〇
二
（
明
治
三
十
五

）
年
九
月
一

日
を
も
っ

て
、

こ

の

間
の

営
業
を
開
始
し
た

の

で

あ
る
。

当
初
は
藤
沢
か
ら
片
瀬
街
道
に

沿
っ

て

江
の

島
ま
で

の

路
線
を
予
定
し
た
が
、

人
力
車
夫
の

反
対
に

あ
っ

て
、

片
瀬
ま
で

と
変
更
し
た

の
で

あ
っ

た
。

つ

づ
い

て

第
二

期
工
事
に

移
る
。

片
瀬
か
ら
腰
越
に
、

人
家
の

密
集
地
帯
を
ウ
ネ
ウ
ネ
と

通
り
、

七
里
ヶ

浜
に

達
し
た
。

片
瀬
―
行
合
（
七
里
ヶ

浜

）
の

開
業
が
一

九
〇
三
（
明
治
三
十
六

）
年
六
月
二
十
日
で

あ
っ

た
。

七
里
ヶ

浜
か
ら
は
、

稲
村
が
崎
の

周
辺
に

建
て

ら
れ
た
別
荘
地
帯
を
避
け
て

山
間
に

入
り
、

一

九
〇
三
（
明
治
三
十
六

）
年
七
月
十
七
日
に

行
揚
ま
で
、

一

九
〇
四
（
明
治
三
十
七

）
年
四
月
一

日
に

は
極
楽
寺
の

迎
山
ま
で

開
通

し
た
。

こ

う
し
て

藤
沢
―
江
の

島
―
鎌
倉
が
結
ば
れ
る
。

第
三
期
工
事
は
、

極
楽
寺
坂
の

下
の

ト
ン

ネ
ル

を
ぬ

け
て

鎌
倉
大
町
ま
で
、

一

九
〇
七
（
明
治
四
十

）
年
八
月
十
六
日
に

開
通
し
た
が
、

最
終
目
標

の

鎌
倉
駅
前
ま
で

は
、

横
須
賀
線
を
横
断
す
る
工
事
の

た
め
、

遅
れ
た
。

よ
う
や
く
一

九
一

〇
（
明
治
四
十
三

）
年
十
月
三
十
日
、

藤
沢
―
鎌
倉
の

全

線
が
開
通
す
る
に
至
っ

た
。

江
ノ

電
は
町
の

中
を
走
っ

て
い

る
。

だ
が
、

そ
れ
は
い

わ
ゆ
る
市
街
電
車
と
い

う
の

と
は
大
分
趣
き
が
ち
が
う
。

…
…
江
ノ

電
は
町
の

屋
並
の

中
を
縫
っ

て

走
る
、

い

や
、

あ
え
て

い

う
な
ら
家
と
家
と
の

間
を
強
引
に

割
り
こ

ん
で

走
っ

て
い

る
。

…
…

あ
る
人
が
江
ノ

電
に

の
っ

て
こ

う
い

っ

た
。

片
側
に

は
門
や
庭
先
、

片
側
に
は
便
所
ば
か
り
が
眼
に
つ

い

て

し
か
た
が
な
い

…
…
と
。

ま
た
別

の

あ
る
人
は
、

た
ま
た
ま
遠
視
だ
っ

た
の

で
こ

う
い

っ

た
。

窓
の

外
の

風
景
が
お
っ

か
ぶ
さ
っ

て

き
て

視
点
が
合
わ
な
い

…
…
と
。

そ
の

ど
ち

ら
の

言
葉
に

も
ま
ち
が
い

は
な
い
。

江
ノ

電
は
家
々

の

垣
根
を
い

ま
に

も
こ

す
ら
ん
ば
か
り
に

走
る
の

で

あ
る
。
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（
伊
藤
海
彦
「
走
る
歌
」
昭
和
四
十
六
年
か
ら
）

江
ノ

電
の

光
景
は
、

昔
も
今
も
変
わ
ら
な
い
。

在
郷
の

人
び
と
に

も
、

観
光
の

客
た
ち
に

も
、

親
し
ま
れ
て

き
た
電
車
で

あ
っ

た
。

一

九
一

一

（
明
治
四
十
四

）
年
に
は
、

東
京
―
鎌
倉
―
江
の

島
―
藤
沢
―
東
京
と
い

う
周
遊
券
も
発
売
し
て

い

る
。

国
鉄
線
と
の

連
帯
切
符
で

あ
り
、

一

円
五

十
銭
と
い

う
高
額
で

あ
っ

た
が
、

珍
し
さ
の

ゆ
え
に

人
気
を
あ
つ

め
た
。

湘
南
馬
車
鉄
道

と

横
浜
鉄
道

秦
野
市
を
中
心
と
す
る
中
郡
の

地
域
に

は
、

葉
煙
草
の

栽
培
が
さ
か
ん
で

あ
っ

た
。

そ
の

背
後
に
は
丹
沢
山
地
が
ひ
か
え
て
い

る
。

特
産
の

煙
草
や
、

丹
沢
の

材
木
な
ど
を
運
ぶ
た
め
、

秦
野
か
ら
東
海
道
沿
線
の

二
宮
ま
で

敷
設
さ
れ
た
の

が
、

湘
南
馬
車

鉄
道
で

あ
っ

た
。

会
社
は
一

九
〇
四
（
明
治
三
十
七

）
年
二
月
十
二
日
に

設
立
さ
れ
、

翌
年
二
月
か
ら
線
路
工
事
が
始
め
ら
れ
た
。

こ

う
し
て
一

九
〇
六
（
明
治
三
十
九
）
年
八
月
四
日
、

二
宮
―
秦
野
の

間
に

馬
車
鉄
道
は
運
行
を
開
始
す
る
。

乗
客
と
貨
物
を
同
時
に

運
ん
だ
が
、

当
初
の

乗
車
賃
は
片
道
十
銭
、

往
復
十
八
銭
で

あ
っ

た
。

客
車
は
一

台
、

し
か
も
単
線
だ
っ

た
た
め
、

一

日
に

十
一

往
復
の

運
転
が
で

き
た
に

過
ぎ

ず
、

つ

ね
に

満
員
の

状
態
で

あ
っ

た
。

明
治
の

世
を
終
わ
っ

て
一

九
一

三
（
大
正
二

）
年
に

は
、

馬
車
を
廃
し
て

蒸
気
機
関
に

変
更
し
、

二
月
十
日
、

社
名
も
湘
南
軽
便
鉄
道
と
改
称
し
た
。

つ

い

で
一

九
一

八
（
大
正
七

）
年
に

は
湘
南
軌
道
と
な
り
、

旅
客
営
業
は
一

九
三
三
（
昭
和
八

）
年
ま
で
、

貨
物
は
一

九
三
七
（
昭
和
十
二

）
年
ま
で
つ

づ
け
ら
れ
る
。

こ

の
こ

ろ
に

は
乗
合
自
動
車
の

発
達
が
め
ざ
ま
し
く
、

ロ

ー
カ
ル

の

軽
便
鉄
道
は
、

つ

い

に

圧
倒
さ
れ
て

廃
業
し
た
の

で

あ
っ

た
。

物
資
の

集
散
地
で

あ
る
八
王
子
と
、

横
浜
と
を
結
ぶ
鉄
道
の

計
画
は
、

明
治
二
十
年
代
の

後
半
か
ら
、

い

く
た
び
も
出
願
さ
れ
た
が
、

そ
の

た
び

に

却
下
さ
れ
た
。

こ

の

間
の

鉄
道
は
官
設
の

も
の

と
す
る
、

と
い

う
政
府
の

方
針
が
あ
っ

た
か
ら
で

あ
る
。

し
か
し
官
設
の

計
画
は
立
て
ら
れ
ず
、

一

九
〇
二
（
明
治
三
十
五

）
年
三
月
に

至
っ

て
、

政
府
も
よ
う
や
く
私
設
鉄
道
の

建
設
を
認
め

た
の

で

あ
る
。

こ

う
し
て
一

九
〇
四（
明
治
三
十
七

）

年
三
月
、

横
浜
鉄
道
株
式
会
社
が
創
立
さ
れ
た
。
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